
神戸市外国語大学客員研究員に関する規則 

2023年４月１日 

規則第97号 

（趣旨） 

第１条 この規則は、神戸市外国語大学（大学院、研究所及び図書館を含む。以下「本

学」という。）において、日本及び外国の学術研究者を客員研究員として受け入れる

ことに関し、必要な事項を定める。 

（条件） 

第２条 客員研究員は、次の各号の一に該当する場合に受け入れるものとする。ただし、

2022年３月以前に本学の客員研究員として受け入れている学術研究者は除くものと

する。 

⑴ 国外の大学又は研究機関等に所属する学術研究者が、本学専任教員と共同研究を

行う場合 

⑵ 博士の学位を取得した学術研究者が、本学外国学研究所にて、特定の研究を行う

場合（ただし、国内の大学又は研究機関等に所属する学術研究者を除く） 

⑶ 本学が受け入れる日本学術振興会特別研究員（ＰＤ、ＳＰＤ、ＲＰＤ） 

⑷ 前３号のほか前各号に準ずる場合 

（申請） 

第３条 客員研究員の受け入れを希望する本学専任教員は、次の書類を添えて、学長に

申請しなければならない。 

 ⑴ 客員研究員受入申請書（様式１） 

 ⑵ 前号のほか学長が必要と認めるもの 

（承認） 

第４条 前条の申請があったときは、学長は、教授会の議決を経て、客員研究員の受け

入れを承認することができる。 

２ 学長は、前項の議決を得て、客員研究員の受け入れを承認したときは、速やかに、

客員研究員受入承認通知書（様式２）により、申請者に受入承認の内容を通知するも

のとする。 

（研究期間） 

第５条 研究期間は２年以内とする。ただし、必要があるときは、学長は、申請者から

の再度の客員研究員受入申請書（様式１）提出により、教授会の議決を経て、１年間

の受入期間延長を承認することができる。 

２ 受入期間は10年間を超えることができない。ただし、当該客員研究員が外部資金を

得ている場合に限り、当該研究期間が終了する年度までの延長を承認することができ

る。 

３ 学長は、前項の議決を得たときは、速やかに、客員研究員受入承認通知書（様式２）



により、申請者に受入期間延長承認の内容を通知するものとする。 

４ 受入期間を延長する場合であっても、その研究期間の終了日は、当該客員研究員が

満65歳に達した日以後における最初の３月31日を越えることができない。ただし、

当該客員研究員が外部資金を得ている場合に限り、当該研究期間が終了する年度ま

での延長を承認することができる。 

第６条 客員研究員は、１研究期間中につき１度以上、その研究成果の発表を行うもの

とする。 

（義務） 

第７条 客員研究員は、神戸市外国語大学研究倫理指針及び神戸市外国語大学における

研究行動規範を含むその他本学例規に則り、研究活動を行うものとする。 

２ 客員研究員は、本学が行う研究倫理教育及びコンプライアンス研修等、本学が必要

とする研修等を必ず受講するものとする。 

３ 第２条第２号に該当する客員研究員は、外部資金の獲得のため、既に外部資金を獲

得しているときを除き、科学研究費助成事業へ応募するものとする。 

（待遇） 

第８条 謝金等を除き、客員研究員には、給与等は支給しない。 

（施設等の利用） 

第９条 客員研究員には、図書館その他研究に必要な施設の利用を認めることができる。

ただし、施設の利用等に要する経費は、これを徴収することがある。 

（受け入れの取り消し） 

第10条 客員研究員が、本学例規及び受け入れの条件等に違反したとき、又は学長が正

当な事由があると認めるときは、受け入れを取り消すことができる。 

（細則） 

第11条 この規則に定めるもののほか、必要な事項は、別に定める。 

   附 則 
１ この規則は、2023年４月１日から施行する。 

２ 神戸市外国語大学客員研究員に関する規程（2007年４月規程第77号）は、廃止する。 


